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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本プラスチ

ック工業連盟（JPIF）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格

を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格

である。これによって，JIS K 7201-2:2007 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS K 7201 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS K 7201-1 第 1 部：一般要求事項 

JIS K 7201-2 第 2 部：室温における試験 

JIS K 7201-3 第 3 部：高温における試験 
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日本産業規格          JIS 
 K 7201-2：2021 
 (ISO 4589-2：2017) 

プラスチック－酸素指数による燃焼性の試験方法－

第 2 部：室温における試験 

Plastics-Determination of burning behaviour by oxygen index- 

Part 2: Ambient-temperature test 

 
序文 

この規格は，2017 年に第 2 版として発行された ISO 4589-2 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，規定の試験条件下において，窒素と酸度との混合ガス中で，垂直の小試験片が燃焼を維持

する最小酸素体積分率を測定する方法について規定する。この規格で得られた結果を，酸素指数（OI）と

する。 

この試験方法は，垂直な棒状の材料又は 10.5 mm 厚さまでのシート状の材料に適用する。 

この試験方法は，100 kg/m3 以上の見かけ密度の固体材料，積層材料又は発泡材料に適用する。また，こ

の試験方法は，100 kg/m3 未満の見かけ密度の発泡材料についても適用できる場合がある。可とう性のシー

ト材料又はフィルム材料は，垂直に支持して適用する。 

ある材料の酸素指数が，規定された酸素指数最小値を超えるかどうかを求めるための比較測定手順につ

いても規定する。 

注記 1 高配向薄肉フィルムのように，加熱時の収縮が大きい材料には，この方法が適用できない場

合がある。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 4589-2:2017，Plastics－Determination of burning behaviour by oxygen index－Part 2: 

Ambient-temperature test（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格のうちで，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）

は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS K 6718-1 プラスチック－メタクリル樹脂板－タイプ，寸法及び特性－第 1 部：キャスト板 

注記 対応国際規格：ISO 7823-1，Plastics－Poly(methyl methacrylate) sheets－Types, dimensions and 


